





Consideration About Selective Dance Class
 in the Junior High School





























This study is dance class of junior high school physical education classes research. The 
dance class’s purpose is to achieve ‘effective physical education class’ and ‘achieving’. 
‘Achieving’ is the maximum objective for the ‘effective physical education class’. The 
purpose of this study is to examine the ‘effective physical education class’ and ‘achieving’ 
from Questionnaire to student and Impression. Result, this dance class is ‘effective 
physical education class’, students have evaluated ‘achieving’. Additionally, those who 
teach it do a consistent appeal concerning the content of study, necessary to hold the 
unit plan exquisitely. This unit plan done on average in Rhythm dance and Creative 
dance. In teacher's impression, students have exercised well in the Creative dance 
classes.
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○ ロ ッ ク の
リ ズ ム に
のって、全身
で ノ リ ノ リ
で踊る。
○ 即 興 的 な
動 き で 踊 り
続ける。





○ い ろ い ろ
な リ ズ ム で
踊 っ て み よ
う。









面 を イ メ ー ジ し、
即興で表現するこ
とができる。










○ 今 ま で の
課 題 を 生 か
し て 作 品 に















◦ 教 師 と 一
緒に踊る。




◦ ツ ッ・ ト
ン・トンを覚
える。
◦ ひ と 流 れ























◦ 学 習 し た
課 題 か ら １
つを選択し、


































































































































































楽しい 7 3 11 6 7 5 0 8 47
楽しさを学んだ 2 0 0 0 0 0 0 0 2
たくさん動いた 2 1 0 1 5 1 3 3 16
がんばれた
これからもがんばる
3 4 2 0 1 2 16 9 37
友だちと協力できた 3 2 3 3 8 8 5 4 36
難しい 1 2 4 0 5 3 0 3 18
恥ずかしい 1 1 1 0 0 0 0 0 3
「創作」 0 0 0 1 0 0 0 0 1
「即興」 0 1 3 0 0 0 1 0 5
「メリハリ」 1 3 0 1 0 0 0 0 5
「リズムにのる」 3 2 1 14 0 0 2 3 25
「表現」 0 2 0 0 1 4 0 0 7
「イメージ」 1 1 1 0 3 4 7 0 17
計 24 22 26 26 30 27 34 30
189
中学校選択制ダンス授業における一考察
崎ら,2003）から検証することとし、それらを具体的に立証するため、教
師と生徒の感想の検討を行った。その結果、生徒の授業評価から「よい体
育授業」であったことが確認でき、「できること（achieving）」も達成され
ていることが明らかになった。しかし、それらを達成するためには、教師
が単元後の生徒の姿を具体的にイメージでき、それらを導くための確固た
る指導力・学習目標を達成するための一貫した授業中の言葉かけ、精緻な
単元計画・授業計画が必須であることが示唆された。
【引用・参考文献】
高橋健夫・岡出美則・友添秀則・岩田靖（2010）よい体育授業の条件．高橋健夫．体育科教育
学入門．大修館書店：東京,pp.48−53.
福ヶ迫善彦・スロト・小松崎敏・米村耕平・高橋健夫（2003）体育授業における「授業の勢い」
に関する検討：小学校体育授業における学習従事と形成的授業評価の関係を中心に．体
育学研究48（３）：281−293.
高橋健夫（2011）よい体育授業を求めて．体育科教育．大修館書店：東京,59（5）pp.46−71.
米村耕平・福ケ迫善彦・高橋健夫（2004）小学校体育授業における「授業の雰囲気」と形成的
授業評価との関係についての検討．体育学研究49（３）：231−243.
村田芳子（2012）必修化をチャンスに,今こそ面白いダンスの授業を！．体育科教育．大修館
書店：東京,60（２）p.9.
松田恵示（2011）〈実態調査にみる〉小学校女性教師にとっての「体育」の学習指導．体育科教育．
大修館書店：東京,59（12）pp.26−29.
山﨑大志（2012）“即興” のおもしろさを求めて．体育科教育．大修館書店：東京,60（２）p.23.
文部科学省（2008）中学校学習指導要領解説　保健体育編．東京書籍：東京．
高橋健夫・長谷川悦示・浦井孝夫（2003）体育授業を形成的に評価する．高橋健夫（編著）体
育授業を観察評価する．明和出版：東京,pp.12−15.
小松崎敏・高橋健夫（2003）仲間づくりの成果を評価する．高橋健夫（編著）体育授業を観察
評価する．明和出版：東京,pp.16−19.
